
１　監査根拠

　　本監査は、地方自治法第199条第４項の規定に基づき実施したものである。

２　実施期間　　令和７年３月６日（木）　１日間

３　監査対象課等

　　消防本部（総務課、予防課、警防課、通信指令課）、魚津消防署、滑川消防署、上市消防署、

　舟橋分遣所

４　監査対象事項

　 各課等の事務事業の執行について、財務事務監査を中心に、行政監査的要素も含め実施した。

　 特に重点を置いた事項は、次のとおりである。

 　(１)職員の配置及び事務分担について

　 (２)主な事業の進捗状況について

 　(３)収納事務の適正性及び収入状況について

　 (４)支出事務について(旅費、食糧費、印刷製本費、委託料、使用料及び賃借料、負担金及び補助金)

 　(５)財産の管理状況について

　 (６)備品の管理状況について（１件10万円以上）

 　(７)工事発注状況について（１件100万円以上）

５　監査の方法

　　令和６年12月末日現在における各所管の事務事業について、あらかじめ監査資料の提出を求め、

　その資料をもとにして事務執行状況を審査するとともに、例月出納検査等関係書類及び諸帳簿との

　整合性についても確認を行った。

６　監査の結果

　　今回の監査にあたり、事務事業の執行状況についての実態の把握とその執行状況の適否を審査す

　ることに監査の主眼をおき実施した結果、事務事業の執行については、関係法令に準拠して適切に

　処理されていると認められる。

　　引き続き、住民の生命と財産を守り、安全で安心して暮らせるよう、職員の健康にも留意し、消

　防・救助・救急体制の充実、強化を図られたい。

　監査の概要は、以下のとおりである。

  (１)職員の配置及び事務分担について　

　　（組　　　合）４人　　消防本部兼務職員数３名

　　（本　　　部）38人　　

　　（魚津消防署）32人 消防本部兼務職員数９名

　　（滑川消防署）28人

　　（上市消防署）23人

　　（舟橋分遣所）９人

　　　　　　※各署の短時間再任用職員３名は含まず。
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魚津消防署兼務職員数９名。総務課付職員及び市町村派遣職員含む。



　(２)主な事業の進捗状況について

　　堅調に事業の遂行がなされている。

　(３)収納事務の適正性と収入状況について

Ｂ Ｃ Ｄ（Ｂ-Ｃ） Ｃ／Ａ Ｃ／Ｂ

1,274,928,000 13,000,000 1,287,928,000 1,287,868,000 1,085,904,000 201,964,000 84.3% 84.3%

1,312,000 0 1,312,000 2,091,550 1,981,150 110,400 151.0% 94.7%

7,321,000 0 7,321,000 0 0 0 0.0% 0.0%

1,000 0 1,000 63,054,317 63,054,317 0 6305431.7% 100.0%

139,000 107,983,000 108,122,000 108,479,443 108,479,443 0 100.3% 100.0%

729,500,000 0 729,500,000 0 0 0 0.0% 0.0%

0 0 0 476,917 0 476,917 0.0% 0.0%

2,013,201,000 120,983,000 2,134,184,000 1,461,970,227 1,259,418,910 202,551,317 59.0% 86.1%

　　　財務規則等に基づき適正に処理されている。

　(４)支出事務について

Ｂ Ｃ（Ａ-Ｂ） Ｂ／Ａ

951,000 0 951,000 613,484 337,516 64.5%

352,000 0 352,000 93,952 258,048 26.7%

1,930,791,000 13,000,000 1,943,791,000 949,533,834 994,257,166 48.8%

80,106,000 0 80,106,000 39,901,857 40,204,143 49.8%

1,000,000 0 1,000,000 0 1,000,000 0.0%

1,000 107,983,000 107,984,000 107,982,692 1,308 100.0%

2,013,201,000 120,983,000 2,134,184,000 1,098,125,819 1,036,058,181 51.5%

  (５)財産の管理状況について　　　

　　令和６年４月から12月までの間、構成市町村から消防庁舎等の建物を無償譲渡により取得した。

  　取得済みの財産については、適正な管理運用がなされている。

  (６)備品の管理状況について（１件10万円以上）

　  購入された備品については、計画的な整備が図られ、また、適正に管理されている。

  (７)工事発注状況について（１件100万円以上）

　　令和６年４月から12月までの間、１件100万円以上の工事発注は、８件513,078,500円である。

    適正な競争入札の執行により、事務処理がなされている。

予 算 額

1.分担金及び負担金

2.使用料及び手数料

3.県支出金

4.繰越金

5.諸収入

6.組合債

7.国庫支出金

合計

予 算 額

1.議会費

2.総務費

3.消防費

4.公債費

5.予備費

6.諸支出金

合計

　　旅費、食糧費、委託料、使用料及び賃借料、負担金及び補助金いずれも目的に従い、適正に執行
  されている。

　　令和６年４月から12月までの間に取得した１件10万円以上の備品は、12件9,437,450円である。

        款 調定額 収入済額 収入未済額 予算対比 調定対比

当　初
補　正

（繰越額）
計　 Ａ

            款 支出済額 予算残額 予算対比

当　初
補　正

（繰越額）
計　Ａ　


